
           
 

 

充実した 2 学期を過ごすために ～Ｍake it count～ 

７月２１日に始まった３５日間の夏休み、皆さんは有意義な時間を過ごすことができましたか。目標としてい

る進路の実現のために勉強に励んだ人、部活動に汗を流した人、或いは、ＳＳＨの取組で大学の研究室や研究機

関の見学に行った人やオープンキャンパスに行って大学の講義や全体の雰囲気を体験してきた人など、自分自身

で計画を立てて有意義な時間を過ごすことができたと思います。１学期終業式の校長先生の式辞を思い出してみ

てください。夏休みに取り組んでもらいたいと話された次の２点について、しっかり取り組めましたか。 

① 読書に取り組む  ② 本物の芸術に触れる機会をもつ 

 また、イメージ、創造・直感力・芸術性などの感覚的思考を司る右脳と、分析・言語・計算などの論理的思考

を司る左脳をバランスよく発達させることが良いと仰っていましたが、その辺りも意識できましたか。 

その夏休みを経ていよいよ２学期。文化祭や体育祭等の学校行事があり、部活動では３年生が引退した後の新

人戦がある。３年生はいよいよ大学入試が目前に迫ってきたそんな２学期をより充実したものにするために、皆

さんが等しくもっている１日２４時間という「時間」の使い方について考えてもらいたいと思います。皆さんが

もっている「時間」は、自分自身で優先順位をつけ、判断・決定して使っていると思います。その時間をより充

実したものに、より有意義なものするために、しっかりと計画を立てて取り組んでいると思いますが、その「計

画」と「実行」に加えて、しっかりと「評価」もしてください。問題を解いて答え合わせをしない人はいないで

しょう。それと同じように、計画を立てて取り組んだことが「十分だった」のか「そうではなかった」のか。「十

分でなかった」としたら、どこに「課題」があったのかという具合にしっかりと自己評価することで、その次の

改善された取組がより充実したものになります。今後の自分の人生をより有意義で豊かなものにするために、 

Ｐlan（計画）、Ｄo（実行）、Ｃheck（評価）、Ａction（改善）のＰＤＣＡサイクルをしっかりと回して、勉強や

部活動、様々な活動に取り組んでいきましょう。 

 

令和 5 年度インターハイ 3A 藤田和希 第 4 位（陸上競技・やり投げ） 

「轟かせ魂の鼓動 北の大地へ大空へ」のスローガンの下、「翔び立て若き翼 北海道総体 2023」が７月２２日

から北海道各地で開催されていますが、本校から陸上競技男子やり投げに出場した３年Ａ組

の藤田和希さんが、決勝の１投目で６４ｍ６０の自己ベストを投げ４位に入賞することがで

きました。おめでとうございます。入賞した藤田和希さんのコメン

トです。 

 

向陽中学校・高校文化祭 一般公開は９月 11 日（月）!! 

（地域の方々へ） 

 本年度の一般公開は、9 月 11 日（月）の 10 時 40 分～15 時を予定しています。生徒によるステージ発表

や展示、模擬店の他、PTA 主催のバザー（13 時～15 時）や Pre-TeA café（12 時～15 時）等が開催され

ますので、是非、お越しください。なお、校内には自家用車の乗り入れはできませんので、公共交通機関又は

自転車等でお越しくださいますようお願いします。 
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3 年間の目標であった全国インターハイ入賞を果たすことが

できてよかったです。これからも、さらに飛躍し活躍できる

選手になりたいです。応援ありがとうございました。 


